
 ぼん・くらーじゅ ぼん・くらーじゅ
Bon CourageBon Courage

19

19

2010年6月20日発行

発行╱東京訪問看護ステーション協議会（責任者 嶋森好子）
〒162-0815 東京都新宿区筑土八幡町4-17 （社）東京都看護協会内

TEL : 03-5229-1281  /  FAX : 03-5229-1524
http://www.tokyohoukan-st.jp

INDEX／
ぼん・くらーじゅ………①
総会報告………………②
看護フォーラム報告……③
一日看護体験報告……③

ステーション紹介……④
撮影秘話 ……………⑥
看護フェスタ報告……⑦
編集後記他 …………⑧

（春夏号）

Ｑ：訪問看護ステーション（以下ST）の事業や在宅ケ
アについてのイメージや、会長自身の具体的な体験な
どがありましたらお聞かせください。
Ａ：ST事業には携わったことはありませんが、教員
時代に地域看護を担当していたので訪問看護の経験は
ある程度あります。当時は実習として学生を連れてい
くために、新宿区から高齢者と障害児のケースを預かり
訪問看護を行っていました。保健師学校の学生時代には
健康な新生児の訪問も行いました。
Ｑ：STに対する将来構想についてお聞かせください。
Ａ：STの運営や経営は必ずしもうまくいっていない現状
もあるのではないかと思います。訪問看護を提供するし
くみが整えられるよう制度がきちんとしていれば、結果
として利用者さんの安定と安心につながります。在宅ケ
アが必要な人のニーズにしっかりと応えられるしくみを
全体として整えていくことです。
Ｑ：東京訪問看護ステーション協議会への当面の取り組
み姿勢についてお聞かせください。
Ａ：協議会の課題と役割を把握して、STが社会に貢献で
きる組織づくりを協議会として確実にしていくこと、協
議会が理念に向かって皆で努力し、訪問看護の質の向上
を図る事を推進していければ良いと思います。
Ｑ：出身地と看護師になった動機をお聞かせください。
Ａ：小学生の頃から高校卒業まで両親の出身地である高

知で過ごしました。高校で簿記や
珠算の資格を取り、銀行から就職
の誘いもありましたが、以前、姉
から「看護師になりたかったけれどその当時は両親に反
対されてしまった」という話を聞いていたこともあり、
いろいろ考えて看護師になろうと決めました。

Ｑ：趣味や休日の過ごし方についてお聞かせください。
Ａ：京都大学に赴任する前までは10数年間程合気道をや
っていました。こちらに戻ってきてからはまだ再開でき
ていません。今は時間があれば散歩をしてデジカメで花
や風景などのスナップ写真を撮ることが楽しみになって
います。
Ｑ：最後に、会員の方々へのメッセージをお願いします。
Ａ：現在は在宅での医療ニーズもかなり高く、地域ケア
の形そのものが変わってきています。そのようななかで
STは先駆的な役割を担っています。希望する人が最後ま
で在宅で過ごすことができるか否かはSTにかかっていま
す。在宅での医療と介護の連携、新しい道筋をつくる開
拓者と思ってがんばってほしいと思います。地域ケアの
先導者として一緒にがんばりましょう。

お話をお伺いして、会長の豊富な経験や訪問看護や協議会への熱い
想いが伝わってきました。嶋森会長のもと事業が推進され、訪問看護
のさらなる発展につながっていくことと思います。

（千駄木訪問看護ステーション・中川洋子）
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協議会総会が開催されました

Report ①

〔平成22年度事業計画〕
この東京訪問看護ステーション協議会も6年目を迎え、昨

年度も東京都から受託した「管理者支援研修」を行い、「チ
ームケア実践事例集」の作成を行いました。また、昨年はホ
ームページを立ち上げることができ、すでに活用されている
ことと思います。今年度も引き続き「管理者支援研修」を実
施するとともに、チームケア実践事例集の活用や実践につな
げるフォーラムの開催が予定されています。22年度は東京
都による訪問看護ステーションサテライト設置の推進、再来
年は診療報酬と介護報酬の同時改定が行われます。　　　　　　　
都民の在宅療養のニーズにしっかりと応えていくために、

私たちから積極的に声を上げていきましょう。
〔記念講演〕

総会終了後、「看護師を成長させる苦情の受け止め方とそ
の対応」をテーマに、記念講演が開催されました。ご講演い

ただいたのは、神奈川県立保健福祉大学准教授の加納佳代子
先生です。苦情に対する看護師の実態とそのサポートについ
て研究結果や理論についてご自身の看護管理者としての臨床
での体験を含めて講演いただきました。医療は他のサービス
業とは重大な違いがあることを再認識し看護職のメンタリテ
ィーを変えていかなければ苦情対応がうまくいかないこと、
「苦情をどうとらえるか」が重要であることがわかりました。
先生の講演はとても明るくインパクトがあり対応方法につい
ても明日からすぐにでも実践できる内容で、「苦情を楽しま
なくちゃ」という先生の言葉も印象的で、元気をもらった方
も多かったのではないでしょうか。
日々忙しい業務のなか「苦情」は今までもこれからも私た

ちの身近にあり対応に悩むこともあると思いますが、今回の
講演の内容を思い出し、がんばっていきましょう。

（千駄木訪問看護ステーション・中川洋子）

平成22年度東京訪問看護ステーション協議会総会が開催されました
（平成22年４月22日　14時～17時　東京都看護協会サークル室）

嶋森会長のごあいさつ 躍動感あふれる加納先生の講演



～看護フォーラム～感動看護をみんなで広げよう

知ってもらおう訪問看護

Report ②

Report ③
～訪問看護1日体験研修～

本年も訪問看護1日体験研修を実施し、73のステーショ
ンが研修を受け入れてくださりました。ご協力いただいた
STの皆さま、ご多忙の中ありがとうございました。

113名の応募者（うち103名参加）の皆さまは、在宅療
養や訪問看護、看看連携に関心を持っていただいている、病
棟で勤務されている方が中心に参加いただけました。
多くの参加者の中から、町田市民病院（10名の方が参加）

の検討会資料より貴重なご意見・ご感想がありましたのでご
紹介します（町田市民病院の皆さま、ご協力ありがとうござ
います）。

－訪問看護・訪問看護師に対する印象－

・洞察力・判断力・行動力・コミュニケーションスキルを持ち合
わせている

・家族の精神面で、心の拠り所としての役割が大きいと感じた
・限られた時間の中で、ケアや精神面のフォローを行うパワーに

驚いた

－退院支援などに結びつけて
今後の病院の課題や看護師の役割として考えたこと－

・再入院を繰り返す患者の関わりとして、訪問看護師を交えた拡
大カンファレンス

・コストや日常の患者さまの生活に合わせた指導が行えるように
方法や物品・手順などについて訪問看護師の意見を指導内容に
加えることの大切さ

・急性期から病棟のリンクナースの働きとして家族とのコンタク
トを早急にはかり、キーパーソンの選定や退院準備に向けた働
きかけの重要性

・退院後の訪問や看護の評価をしてみたいという気持ちが持てた
今回の検討会や他の参加者・STのアンケート結果から

「いつか訪問看護師として働きたい」と多くの方から思って
いただけたようです。訪問看護に明るい未来を感じることが
できました。
また、ST側からは、

このような研修を
「継続したほうがよ
い」とのご支援がい
ただけました。

今年度も、研修委
員の方のご協力のも
とでの開催、更なる参加者の増加により訪問看護の輪が広が
ればと思います。

（検討会資料提供：町田市民病院）　
（東電さわやかケア中野・訪問看護　鈴木敦子）

看護フォーラムが、5月9日（日）よみうりホールで開催
されました。会場入口では、これから看護の道を目指そうと
している学生の進路相談なども行っていました。
テーマは「暮らしと看護を考えよう！医療の現場から日々

の生活の場まで」。シンポジスト4名は、歌舞伎役者の中村獅
童氏（2008年にお父様を胃癌で訪問看護ステー
ションからの支援を受け在宅死）、読売新聞の編
集委員の前野一雄氏、京都大学医学部付属病院退
院調整看護師の宇都宮宏子さん、そして、世田谷
区社会福祉事業団の訪問サービス課長の佐々木静
枝さん（当協議会の理事）でした。訪問看護ってど
んなことをしてくれるの？病院との違いは？など
わかりそうでわからない訪問看護を、実際の訪問
の場面をビデオ映像で紹介してくれました。観察
やアセスメントは五感を駆使し、家庭全体を対象
者としてフォーカスして支援していくのが仕事。 臨床がデジ
タルな看護なら訪問はまさにアナログな看護。使ってみない
とわからない、使ってわかる訪問看護。世話焼き、人が好き
でないとハマらない仕事と佐々木さんは述べていました。

訪問看護STで働いたことがある宇都宮さんからは、退院
患者の1割ぐらいは何らかのサポートが必要になっているが、
介護と医療、両方のサポート体制を整理し振り分け、きちん
とバトンタッチしていくのが自分たちの仕事。ベッドサイド

の患者たちの本当は家に帰りたい、でも家族に迷
惑がかかるのではと黙っている患者も多いので、
その声無き声を聞き取れる看護師になって欲しい
とありました。

昔は病院で働くことがほとんどでしたが、最
近は看護師の働く場が広がっています。疾病構
造の変化や診療報酬の改定から、今後も在宅医
療は増えていく一方でありますが、受け皿とし
ての訪問看護師が現在でも全く足りていませ
ん。そのあたりの問題の討議はありませんでし

たが、まずは訪問看護が世の中に知られる大きなきっかけに
なったのではと感じました。訪問看護が在宅医療のシステム
のひとつとして、なくてはならない存在になりつつあります。
訪問看護に誇りを持ってこれからも進んでいきましょう。

（上野訪問看護ステーション・天木弘子）
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福生会訪問看護福生会訪問看護ステーションステーション福生会訪問看護ステーション

小平市の福生会訪問看護ステーションです。小平市の東部、
西武新宿線花小金井駅近くに位置する私たちのステーシ

ョンは、少し行きますと桜をはじめ季節の花々を楽しめる緑豊
かな都立小金井公園が広がっています。実は小平市は日本で初
めてブルーベリーの経済栽培が始まった「ブルーベリー栽培発
祥の地」。ステーションのすぐ近くにも農園があり、初夏にはブ
ルーベリー狩りを楽しむことができます。スタッフの親睦会に
ご当地ブルーベリーの乗った美味しいロールケーキが並んだこ
ともありました。このような閑静な環境の中、時に緑の風を感
じ、時に玉川上水のせせらぎを聞きながら自転車を走らせる毎
日です。また、市内のあちこちには昔馴染みの丸型のポストが
数多く見られます。都内の自治体では最多の30本も残ってい
るとのこと、愛らしいノスタルジックな丸ポストを傍目に利用
者様宅へ向かうのもまたひとつの楽しみとなっています。

福生会の名称は高齢者が「幸福に生きる」ことを願ってつ
けられたもので、2003年設立以来延べ120名を越える

ご利用者様にお会いし、訪問開始から7年目を迎える方もいら
っしゃいます。福生会訪
問看護ステーションは、
ささやかながらご支援を
させて頂いてきました。
要介護度の高い利用者様
も多く身を引き締める毎
日ですが、笑顔とコミュ
ニケーションを大切に看
護師6名、PT1名、事務
スタッフそれぞれがパワフルに活動しています。現在のスタッ
フのほとんどが子育て真っ最中のママとあって、ご利用者様へ
のサービスについて熱い議論をかわしたあと、子育て座談会が
始まることもしばしば。報告書を何枚も書き上げたあと、幼稚
園から帰るこどものお迎えに走り出るスタッフの姿もしばしば。

時にはスタッフのこども達
がステーションでママを待
ちながら遊んでいることもあり、そんな日はとかくにぎやかに
なります。明るいスタッフ揃いで、和気あいあいとても楽しい
ステーションです。

また、小さなステーションではありますが、所長は現在東
京訪問看護ステーション協議会で、第12ブロックの地

域を更に活性化し地域の医療連携を進めるべく組織活動のお手
伝いをしています。そんな時、うちのスタッフは何気なく手伝
いに出て行きやすく（？）フォローしてくれているので助かっ
ています。

嬉しいことがある反面、人員不足のため1年の休止を再開
することかなわず、併設していた療養通所介護サービス

をこの夏閉鎖することになりました。ステーションの壁に貼ら
れた利用者様のお習字や折り紙などの作品を眺めると残
念な気持ちでいっぱいになりますが、その余力を訪
問看護に注ぎ、更なる地域貢献に努めたいと思い
ます。　

NPO法人　高齢者を支援する福生会
福生会訪問看護ステーション 管理者 安村伸子
〒187-0003
東京都小平市花小金井南町1-12-12 西武プラザ花小金井103
TEL 042-464-8605 FAX 042-464-8595
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「ダーツの旅」は、東京訪問看護ステーション協議会会員の皆さんのステーションを紹介していただくコーナーです。
同じ東京都でも、各地域、事業所によって特色があります。「うちのステーションでは、こんな活動してますよ！」
「こんな職員が活躍しています！」などといった情報を紹介して下さるステーションを随時募集しています。
写真の掲載も可能です。自薦・他薦は問いませんので、皆さんのご応募をお待ちしております。ダ ー ツ の 旅 　

募集中募集中募集中

掲載ステーション
　

連絡先　  事務局・長谷川まで  TEL 03-5229-1281    FAX 03-5229-1524
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田園調布医師会立訪問看護田園調布医師会立訪問看護ステーションステーション田園調布医師会立訪問看護ステーション

田園調布と聞くとどんなイメージで
しょうか？高級住宅街？お金持

ち？実は田園調布医師会と言っても、住
所は大田区石川町です。「田園調布」と
言った方がインパクトありますね。そん
なことで研修会などに行くと、すぐに覚
えていただけて得な気分になります。当
ステーションは、品川区、目黒区、世田
谷区に隣接しており、中原街道に面して
います。自転車で10分も乗れば神奈川
県川崎市です。写真は多摩川に架かる丸子橋です。東京都と神
奈川を結ぶ重要な橋です。

私たちの訪問エリアは、田園調布、雪谷、久が
原、鵜の木など商業、住宅地域です。田園調布と言えばあの

鳩山さんです。鳩山さんが鳩山総理大臣になってまだ首相官邸
に引越しする前、田園調布近辺はあちらこちらに警察官が立っ
て、厳戒態勢がとられ物々しい雰囲気でした。鳩山さん以外に
も石原都知事や長嶋茂雄さんなど、有名人の方も住んでいらっ
しゃいます。そんな有名人の住む地域を自転車で走っています。

当ステーションについてご紹介しましょう！設立は平成8
年7月で、東京都では101番目に開所しました。平成

12年に居宅介護支援事業にも参入、当初は居宅介護支援と訪問
看護を兼任していましたが、平成18年、業務の煩雑を避ける
ために、訪問看護と居宅介護支援業務を分けて専任とし、居宅
介護支援事業は「ケアプラン田園調布医師会」としました。ス
タッフは総勢16名で、訪問看護部門は看護師11名です。居宅

部門はケアマネジャー3名、理学療法
士1名、事務2名です。ケマネジャー
は全員が看護師ですが、居宅介護支援
に専任しています。当ステーションに
は認定看護師が2名、呼吸療法士が1
名がいます。訪問看護師スタッフは
11名ですが、常勤換算は7.2名です。
週1回のショートカンファレンス、月
1回のステーション会、事例検討会、
デスカンファレンスを開催しています。

利用者は現在130名前後で、受け
持ち制で訪問しています。健康

保険と介護保険の割合は2対８です。子供から後期高齢者まで
利用者の疾患もさまざまです。訪問看護の依頼がきたら、必ず
受けることにしています。忙しくても必要な方には訪問看護を
提供したいと思っています。

皆さん方は学生実習を何校受けていますか？私たちは、学生
実習を積極的に受けています。現在、看護学校2校、看護

学科の大学生実習1校、医学部学生実習1校、認定看護師研修、
東京都ナースプラザの基礎研修、東京訪問看護ステーション協議
会の1日体験研修、復職支援研修を受けています。看護教員研修
や大学・大学院生の研究に協力することもあります。学生を受け
ることでスタッフも日々成長しますし、利用者も若い学生と接し
て元気をもらっています。学生実習を受けることはわれわれの仲
間を増やすこと、
ひいては訪問看護
の啓発活動と考え
ています。訪問看
護の啓蒙活動を通
し、われわれの仕
事を理解してもら
って、社会貢献し
たいと考えながら
訪問しています。

田園調布医師会立訪問看護ステーション
所長 宮近郁子
〒145-0061 東京都大田区石川町2-7-1
TEL 03-3728-7600 FAX 03−3728−6739
E-mail : station@dencho-med.or.jp  （HP作成中）

多摩川に架かる丸子橋。東京と神奈川を結ぶ橋です。
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田
園
調
布
駅
、
か
わ
い
い
駅
で
す
。

デスカンファレンス中。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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撮影秘話をお聞きしました

Inside story
撮影秘話をお聞きしました

去る3月16日、「プロフェッショナル仕事の流儀」という
NHKの番組で、「どんなときでも、命は輝く」と題して、訪問看
護師・秋山正子さんの特集が放送されました。そこで、番組作成
にあたってこぼれ話を秋山さんに執筆していただきました。

昨年のクリスマスを過ぎたころ、かわいらしい声の女性の
ディレクターから電話をもらいました。NHKプロフェッシ
ョナルの番組を作っているんですが････一度会ってもらえな
いでしょうか？というものです。どこからの紹介なのでしょ
うか？とお尋ねすると、以前登場した淀川キリスト教病院の
ホスピス病棟師長で、がん看護専門看護師の田村恵子さんか
らですとのこと。
小柄で31歳という座間味圭子さんは、これまでも、山口

県のユニークなディサービスを立ち上げている作業療法士の
藤原さんを取り上げたり、北九州でホームレスを支援する方
を取り上げたりと社会派で、なおかつ医療や介護・福祉分野
に関心を寄せている人でした。
番組は2010年3月の141回を区切りに一旦休憩し、充電

して、半年後に再開する予定である、そのための3月の4本
は力を入れて撮りたい。その1本は医療に関することで、看
護師を取り上げ、これからは在宅が大切なのでその分野で、
ということでした。
田村さんはどうやって？と訊きましたら、看護協会の推薦

だったそうです。そのほかにも、番組の感想を寄せる視聴者
のサイトに、秋山を取り上げて欲しいという意見もあり、そ
の両方からの推薦だったと話してくれました。これは引き受
けるしかないと思いながら、これまでも、様々な取材に応じ
てきた時に、仕事中のスタッフにも影響がでるし、最も危惧
するのは訪問の相手先であり、この頃は実際の訪問もですが、
会議や病院の退院調整などへも出かけることが多く、そうい
った対人のみならず、対組織に対してどうやって交渉するか
が問題となるので悩みました。
即答せずに、スタッフのみんなに問いかけをし、「在宅ケ

ア、ことに訪問看護を多くに方に知ってもらえる機会とした
い」という強い思いで引き受けたいがどうかと聞きました。
皆、真剣に考えてくれました。利用者さんやご家族に迷惑が
かからないことが一番であるという認識は皆同じでした。

こうやって、悩みながら決断して、答えを返したのが年末
ぎりぎりです。緊急の訪問の場面を取りたいという意向も強
かったのですが、そうはいってもタイミングが良い話ばかり
ではありません。15人いる看護スタッフがしっかりと受け
持ちに対応してくれたら、そんなに緊急で呼ばれることは無
いのですが、大晦日から三が日はみんな休んでいいよ、近い
所に住む私が緊急を担いますよ、といっていたところに、タ
イミング良く？緊急（実は想定されていた104歳の方）が入
りました。この方の所は緊急時に秋山が訪問する可能性も高

く、事前に承諾を
もらっていたので
す。思わぬところ
で、地域の医師
（70歳を超えた先
生で、普段は外来
が中心ですが、ず
っと見てきた患者は自分が看取らないとと、休み返上で往診
してくれている）も映ることになりました。

6週間は気が抜けない密着状態、その後も関わりが続き、
3月４日がスタジオ収録でした。メイク室でプロのメイクさ
んにやってもらい、放映後の感想で、メイクがきれいだった
という評価が沢山あって嬉しいやらの大笑いです。
淡々とした内容で、凄いドラマも無く、ひたすら「こんに

ちわ！」と訪ねる姿が中心の仕上がりになっていて、訪問看
護の中身を十分に伝えられていないのでは？と内心心配で、
先輩諸氏から、お叱りが来るかと思っていました。
もっと、病院との連携や、地域に働きかけて開催している

地域シンポ「健やかに暮らし、安らかに逝くために」の様子
やらも撮ってほしかったのですが叶いませんでした。ひたす
ら、訪問看護師秋山正子の仕事の流儀を撮って編集されたと
思います。
司会の茂木さんも住吉さんも、在宅のこのような現場があ

ることは、初めて知ったといっていました。本当に世の中に
知られていないのです。茂木さんは殆どスタジオで喋らない
事もあったりだそうですが、この日はとても乗って話してく
れました。スタジオ収録は4時間かかりましたが、実際に使
われるのは10分×2=20分です。

改めて、訪問看護からの情報発信が大事であること、それ
もプラスのメッセージを込めて。
ご覧いただいた多くの方から、勇気が出た、これからがん

ばれる力が湧いたなど嬉しい内容が届いて、緊張のこの数ヶ
月を乗り切れた思いです。ある看護系大学では、1年生のガ
イダンスに、看護の分野はこれからは病院だけではなく、在
宅もあるということを分かってもらうために、VTRに撮った
ものを新入生に見せてくれたそうです。
訪問看護を目指す仲間が一人でも増え

てくれたらと願っていたので、これも嬉
しい思いでした。皆さんからの感想もぜ
ひお聞かせ下さい。

（株）ケアーズ白十字訪問看護ステーション　

統括所長　秋 山 正 子

※同番組司会の住吉美紀さんのブログにも取り上げられていますので、
ぜひご覧下さい（「すみきち＆スタッフブログ」で検索）  。 
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Report ④
看護の心をみんなの心に ～看護フェスタ～

5月8日、五月晴れ。新宿西口広場で開催された東京都看
護協会主催の「看護フェスタ2010」に行ってきました。

12時に嶋森会長のあいさつに始まり、東京都看護協会の
皆さんによるコーラス！皆さんの素敵な歌声を聞かせていた
だきました。
会場には健康チェックコーナーや高齢者・妊婦の体験コー

ナー、相談コーナーなどがあり、受付でくばられる健康チェ
ックの記録用紙を片手に全部の健康チェックをしていく人が
たくさん。皆さん健康に対する関心が高いんですね。私もさ
っそく血管年齢チェックへ････実年齢と同じでホッ！骨密度
の測定を待っている79歳の女性は、昨年も来て健康チェッ
クをしたのだとか。新聞で見て楽しみにしていたそうです。
妊婦体験をしているカップルは「妊娠したら彼女を大切にし
ます！」と。
元気な若者2人、看護学生かと思いきや大分県の看護師さ

んでした。「看護の日は知っていたけどこんなイベントがあ
るんですね。今日は東京見物に来て偶然通りかかったんで
す。」と、旅行中も看護の心ですね！
「将来医療職に進もうと思って来ました」という高校生は、

高齢者体験をして感動していました。看護師さんになってく
れるといいな････。
メインステージでは健口体操やお手玉、太極拳といった催

し物もありました。お手玉はストレス解消だけでなく「脳の
活性化」「老化防止」「機能回復」にも効果があるそうです。
さっそく訪問看護でも使えるかしら？
さて、東京訪問看護ステーション協議会の『介護保険相談』

では12名の方が相談に見えたそうです。立ち話で自分の病
気のことを話していく方、家族の介護や介護保険の使い方を
相談する方、介護保険制度についてちょっと愚痴る方などな
ど････協議会推進委員の方々7名で対応をしていました。推
進委員の方々ご苦労様でした。

1,200人以上の入場者、190人以上の協力者で無事に
『看護フェスタ2010』は終了しました。これからも都民の
健康を守っていく看護をしていきましょう！

（野村訪問看護ステーション・家崎芳恵）

東京ふれあい医療生協梶原診療所の
太極拳サークル

推進委員による介護保険相談
高齢者体験

大人気の健康相談

熱唱「光、求めて」

受付を済ませて健康チェックへ



東京訪問看護ステーション協議会は、都内で活動して
いる訪問看護ステーションの訪問看護師たちを支援し
ていきます。ご入会を心よりお待ちしています。

5月30日現在の会員数
継続会員 279st　新規会員 31st　合計310st

編

の独り言

集
長

春、桜の花が咲き、見事な花吹雪。はなみづき
のかわいらしい花びら。そして、ピンクや白のさ
つきの花々。雨にぬれて輝いているアジサイ････
ひまわり、朝顔････夏到来！訪問看護師は季節の
風を感じながら自転車を走らせます。

皆さん！訪問看護を楽しんでいますか？
先日学生さんと同行訪問をしました。かわいらしい学生さ

んを連れて行くと、そこのお家が少し明るくなったようで、
いつもはちょっと気難しい顔をしているお父さんの顔がにっ
こり！あれ～？お父さんやっぱり若いこの方がいいのね････
（笑）。淡々とした日常の中にちょっとした刺激で元気になる
そんな瞬間がうれしいですね。
今年度広報委員会の委員長が天木から家崎に交替しました。

『広げよう訪問看護の輪』をスローガンに、看護職や医療職の
方々に訪問看護を知ってもらい、多くの仲間を作っていきま
しょう。そして、都民の皆さんにも訪問看護を利用してもら
いましょう。会員の皆さんと一緒にこの「そわにえ」とホー
ムページをつくっていきたいと思います。皆様のご協力をお
願いいたします。 （野村訪問看護ステーション・家崎）

文京区にあります千駄木訪問看護
ステーションの中川と申します。訪
問看護の仕事をはじめて3年目になり
ました。今までに「そわにえ」の購
読を楽しみに、また、新人管理者支援研修や総会に参加させ
ていただき、本協議会が理事や委員の方の多大な努力や会員
の方の相互の協力で訪問看護事業の推進や発展に貢献してい
ることを知り、とても感謝しておりました。
今年度から広報委員とブロック理事をさせていただくこと

になりました。皆様の意見を伺いながら、役割を果たしてい
けるように努力したいと思います。どうぞよろしくお願いい
たします。 （千駄木訪問看護ステーション　中川洋子）

中野区・杉並区・豊島区で訪問看護を行っている、東電さ
わやかケアの鈴木敦子です。今回、初めて「そわにえ」編集
に携わらせていただいて、正直「これは大変！！」と思いまし
た。広報委員に参加するようになり、「そわにえ」が発行され
るまでの経緯、今までの編集の裏話など、委員の方々から伺
い、感銘を受け、そして、これから私も「そわにえ」作りに
参加できることがとても楽しみになっています。
元々、文章能力がない私ですが、皆さんが楽しめる「そわ

にえ」作りを頑張りたいと思います。よろしくお願いします。
（東電さわやかケア中野・訪問看護　鈴木敦子）


